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令
和
７
年

月

日
～

10

27

29

日
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
と
し
て
委
員

７
名
、
議
会
事
務
局
２
名
の

計
９
名
で
、
富
山
県
朝
日
町

及
び
舟
橋
村
で
の
道
外
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
視
察
内
容

は
、
朝
日
町
で
は
「
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」、
舟
橋
村
で
は
「
地
方
創

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
」
で
あ
り
ま
す
。

敢
富
山
県
朝
日
町
役
場

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」

◆
朝
日
町
の
概
要
（
人
口
１

万

人

面
積

坩

錫
）

636

227

41

朝
日
町
は
、
富
山
県
の
東

端
に
位
置
し
、
東
は
新
潟
県
、

長
野
県
と
接
し
、
西
は
入
善

町
、
南
は
黒
部
市
、
長
野
県

と
接
し
、
北
は
海
岸
線

㎞
、

９.４５

日
本
海
に
面
し
遠
く
能
登
半

島
を
望
む
。
東
南
は
標
高
２

千

ｍ
の
朝
日
岳
に
始
ま
り
、

418
２
千

ｍ
の
白
馬
岳
を
主
峰

932

と
す
る
北
ア
ル
プ
ス
連
峰
が

そ
び
え
、
気
候
は
比
較
的
温

暖
で
多
雨
多
雪
で
あ
り
、
山

岳
地
帯
は
、
杉
、
松
、
落
葉

樹
な
ど
の
木
材
資
源
が
豊
富
。

〇
視
察
の
概
要

敢
住
民
参
加
型
「
ノ
ッ
カ
ル

あ
さ
ひ
ま
ち
」、
予
め
登
録

し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
送
迎

を
主
目
的
と
せ
ず
、
出
か
け

る
時
、
つ
い
で
に
僑
ノ
ッ
カ

ル
僑シ
ス
テ
ム
。「
気
軽
に
乗

れ
る
、
手
軽
に
使
え
る
、
だ

か
ら
み
ん
な
助
か
る
！
ノ
ッ

カ
ル
あ
さ
ひ
ま
ち
は
、
住
民

同
士
の
助
け
合
い
が
支
え
る

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
。」

柑
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化

〇
委
員
会
所
感

朝
日
町
に
お
い
て
は
、
国

の
動
向
を
踏
ま
え
町
民
・
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
事
業
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
そ
う

し
た
中
、
本
事
業
は
町
の
立

地
条
件
が
事
業
の
推
進
を
可

能
と
し
て
お
り
、
人
口
１
万

人
で
医
療
・
生
活
分
野
の
あ

ら
ゆ
る
面
が
町
の
中
心
で
対

応
可
能
な
点
で
あ
る
。
こ
の

た
め
ノ
ッ
カ
ル
事
業
は
町
内

移
動
限
定
で
も
そ
の
効
果
は

あ
る
程
度
達
成
で
き
る
。
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
と
地
域
公
共
交

通
に
つ
い
て
う
ま
く
考
え
ら

れ
て
い
る
と
と
も
に
、
持
続

す
る
た
め
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が

過
度
な
使
命
感
や
義
務
感
を

抱
か
な
い
よ
う
に
あ
く
ま
で

地
域
共
生
を
主
体
と
し
た
仕

組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
当
町
に
お
い
て
は

医
療
・
買
い
物
等
の
多
く
は

町
外
に
依
存
し
て
い
る
状
況

か
ら
、
視
察
内
容
の
仕
組
み

で
は
成
果
は
得
ら
れ
に
く
い

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
町
民
が
助
け
合
い
な

が
ら
生
活
を
維
持
し
続
け
る

点
に
つ
い
て
は
十
分
参
考
と

な
っ
た
。
今
後
益
々
高
齢
化

・
人
口
減
少
が
続
き
、
加
え

て
公
共
交
通
の
利
便
性
が
悪

化
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
将
来
に
向
け
た

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
検
討
は
必

須
と
考
え
る
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
利
用
し
た
「
ロ
コ
ピ

あ
さ
ひ
ま
ち
」
に
つ
い
て
は
、

地
域
通
貨
の
運
用
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
に
加
え
、

子
供
達
や
高
齢
者
の
見
守
り

機
能
を
兼
ね
て
お
り
、
過
疎

化
が
進
む
当
町
に
お
い
て
安

心
な
町
づ
く
り
に
む
け
て
大

い
に
活
用
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。

柑
富
山
県
舟
橋
村
役
場

「
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
」

◆
舟
橋
村
の
概
要
（
人
口
３

千

人

面
積

錫
）

328

３.４７

富
山
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
全
国
で
最
も
小
さ

い
自
治
体
で
あ
り
、
北
陸
唯

一
の
僑
村
僑
で
あ
り
、
村
内

中
央
に
は
富
山
地
方
鉄
道
が

走
り
、
富
山
市
中
心
部
へ
約

分
で
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と

15が
で
き
る
。
こ
の
恵
ま
れ
た

総務産業常任委員会所管事務調査
（１）富山県朝日町「ライドシェアの取り組みについて」
（２）富山県舟橋村「地方創生プロジェクトについて」




